
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１０年 ４月（Ｎｏ.３７） 

千歳市立図書館 
指定管理者山三ふじや 

〒066-0046 千歳市真町２１９６番地の１ 
ＴＥＬ ０１２３－２６－２１３１ ＦＡＸ ２６－２１３３ 

E-mail toshokan@e-fujiya.com 

ホームページ http://library.city.chitose.hokkaido.jp/ 

 

とよた かずひこ（豊田 一彦）さんのご紹介 

1947 年宮城県生まれ。早稲田大学第一文学部卒業。 

主な作品に「ももんちゃんあそぼう」シリーズ（童心

社）、「ぽかぽかおふろ」シリーズ（ひさかたチャイル

ド）、「ワニのバルボン」シリーズ（アリス館）など。 



 

『ももいろのきりん』 <K91 モ>  

中川李枝子 さく 福音館書店          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある日ももいろのおりがみをもらっ

たるるこは・・・。 
 

 

『大地に薫るバラ』<627.7 ゴ> 

後藤 みどり 著 星雲社 

白・赤・黄・ピンク。色んな種類があ

るバラ。春からバラ作りに挑戦してみま

せんか？ 
 
 

『ピンクパンサー・リミッテッド・

フィルム・コレクション』  
<Ｖ12-3632> 

日本語に訳すとピンクの豹。でも実

は、豹ではなくて、ダイヤモンドの名前

なのです。 
 

 

 

『もも ももばたけのいちねん』 
<Ｋ62 モ> 

中村 仁 ぶん 福音館書店 

あまくて美味しいもも。ももづくり

の一年を追った本。 
 

 

『幸せのパステルカラーブック 

52 のルール』<757 ム> 

ムッシュ ユキ 講談社 

可愛くもシックにもなれる色、ピン

ク。この春、新しい自分をプロデュー

スしてみませんか？ 
 

 

『ブタの絵本』<Ｋ64 ブ> 

よしもと ただし へん 農文協 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ペットや食用で飼われているブタ。

ブタってどんな生き物なのでしょう

か？ 

 
 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

※< >は請求記号です。今月の特集コーナーに展示しています 

 

 

 

 

 

 

今回は図書館職員  Ｍ 氏  のお気に入りです 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の特集 ＰＩＮＫ！ 

 

『恋しや駄菓子かりんとう』 
<596 コ> 

里文出版 編 

カラフルで色んな形のあるお菓子。

初めてみるもの、食べたことがあるも

のに出合えるかもしれません。 
 

 

『ピンクの秘密』<757.3 ノ> 

野村 純一 著 文芸春秋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ピ ン ク と い え ば 何 を 連 想 し ま す

か？ピンクが私たちに不える効果が

書かれた一冊。 
 

 

『どうしてわかるの？ 

サクラが咲く日』<Ｋ47 ド> 

七尾 純著 アリス館 

美しい花、サクラ。開花予報の仕方

って知っていますか？ 

 

 

普段読んでいる本で、感動した本、ためになった本などを、館長は

じめ図書館職員、ボランティアさんが紹介します。 

 棋譜を詩のように美しく描くことを大事にする、天才尐年チェス

プレイヤーの話です。 

 全体的に静かで哀しく閉塞感のある話は、いつもなら敬遠するよ

うな内容で、読み終えた直後はあまり良い印象ではありませんでし

た。 

 しかし、登場人物が皆個性的だったり、残酷さやグロテスクな場

面が出てくるにも関わらず、童話のような美しい映像が続々と頭の

中に出てきたりと、読んでいる間中丌思議な世界にどっぷりと浸か

っていました。 

 この１年で読んだ本の中で今、映像として頭の中に浮かんでくる

場面が一番多いのがこの本です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月に入った本の一部です 

書名／著者名／出版社／請求番号 

 文藝春秋にみる坂本龍馬と幕末維新／文藝春秋 編／文藝春秋／281 ブ 

強火をやめると、誰でも料理がうまくなる！／水島 弘史 著／講談社／596 ミ 

感応連鎖／朝倉かすみ 著／講談社／913 ア 

ロスト・シンボル 上・下／ダン・ブラウン 著／越前 敏弥 訳／角川書店／933 ブ 

 これってホントに科学？／安斎 育郎 編著／かもがわ出版／Y40 コ 

デイジーのおおさわぎ動物園／ケス・グレイ 作・吉上 恭太 訳／小峰書店／K93 デ 

ほんやのいぬくん／ルイーズ・イェーツ さく・え・ほんじょう まなみ やく／岩崎書店／E ホ  

にこちゃんのママのて／あきやま ただし 作・絵／教育画劇／E ニ 

 

お
と
な
向
け 

こ
ど
も
向
け 

＜K91 ハ＞ 

＜913 イ＞ 

＜375.8 カ＞ 

せんせい、あのね 
鹿島 和夫 著／ミネルヴァ書房 

せんせいに、みんなのたからものを教

えてねー。子どもたちに「あのねちょ

う」というノートに文章を書かせ、ノ

ートを通して、一人一人の子どもと対

話を深めてきたダックス先生の実践

教育の記録。 

相撲のひみつ 
新田 一郎 著／朝日出版社 

横綱は一度限りの「特別企画」だっ

た？行事は勝ち負けを決められな

い？「番付」に集約されたランキング

のしかけや、「わざ」の勘どころなど、

大相撲のしくみや歴史をつらぬく「ひ

みつ」に迫る。 ＜788.1 ニ＞ 

考えない人 
宮沢 章夫 著／新潮社 

「なにも考えない人たち」の恐るべき

姿とは？「考えない人たち」の行状を

描く「考えない」30 篇のほか、「ぎり

ぎりの人」が思わず口にする言葉を考

察した「がけっぷちの言葉」などを収

録した思わず力が抜けるエッセイ集。 
＜914 ミ＞ 

地上で最も巨大な死骸 
飯塚 朝美 著／新潮社 

「いつか最愛の象に殺される」奇妙な

予言に導かれるかのように、動物園の

飼育係をつとめる僕は、美しい象バジ

ュラに魅かれていく…。表題作ほか、

新潮新人賞受賞作「クロスフェーダー

の曖昧な光」を大幅改稿し収録。 

べべべんべんとう 
さいとう しのぶ 作・絵／教育画劇 

おべんとうといえば、遠足のとき。ぼ

くの好きなもんばかり入れてもらえる

ねん。しかもデザートつき。それから

運動会のとき。ちょーごうか！いろい

ろなべんとうを、おいしそうに描いた

楽しい絵本。 
＜E ベ＞ 

＞ 

はじめまして人間たち 
きむら ゆういち 作・絵 

／角川学芸出版 

人間が当たり前と思っていることっ

て、動物の目からすると、ものすごー

く「へんてこ」で「おもしろい」!?大

自然から都会に連れてこられた山ね

こシューが、人間の町で大冒険！ 

『デンデラ』佐藤 友哉（千歳市出身） 

「デンデラ」…そこは 50 人の老婆が奇妙なコミュニティを形成する、現

在の姥捨て山。70 歳を向かえ『お山参り』をした斎藤カユ。幼い頃より聞

かされていた通り極楽浄土に行けるのかと思いきや、意識を失った後再び目

覚めたところは『お山入り』したはずの老婆達が暮らす「デンデラ」だった。 

千歳市立図書館では 1 冊所蔵しています。ぜひご利用ください。 



４月の図書館行事 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● ４月４日(日)  

14：00～14：４5 

「ダヤンの冒険物語 

 トリポカの謎１」 

[2005 年作品] 

 

● ４月 18 日(日) 

14：00～16：1０ 

「麦の穂をゆらす風」 

[2006 年作品・アイルランド] 

監督：ケン・ローチ 

出演：キリアン・マーフィー ほか 

 

おはなし会  

１階おはなしコーナー 

上映会 ２階ＡＶ室 

10 日(土) 11：00～    くりねずみ（図書館職員） 

11 日(日) 11：30～    日曜おはなし会 しゃぼんだま 

17 日(土) 14：00～    おはなしぐるんぱ 

18 日(日) 11：00～   Ｅ絵本くらぶ（えいごおはなし会） 

21 日(水) 11：00～  おはなしの会 ピノキオ 

25 日(日) 11：30～  日曜おはなし会 しゃぼんだま 

 

 

 

3 日(土) 14：00～  おはなしぐるんぱ 

 

【開館時間】 
 

 

 

 

 

午前 10：00～午後 7：00 

【休 館 日】 
 

 

 

 

 

毎月第３月曜日 

（４月は 1９日です） 

こどもたちにもっと本を！の願いから、「こどもの読書週間」は１９５９年（昭

和３４年）にはじまりました。 

小さいころから本を読む楽しさを知っていることは、こどもが大きくなるた

めにとても大切なことです。こどもの読書週間のあいだ、図書館はもちろん本

屋さんや学校などでも読み聞かせなどの楽しい行事がいっぱい行われます。 

「こどもの読書週間」は大人がこどもに本を手わたす週間でもあるのです。 

2010 年の「こどもの読書週間」標語は 

新しい本との出会いを求めて、ぜひ図書館をご利用ください。 


